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室内環境［2023］

特集に
あたって

室内環境学会学術大会（2009年までは研究発表会）

では，これまで大会長賞として優秀と認められた口

頭発表者及びポスター発表者に対して表彰が行われ

てきました。江戸川区総合文化センターにて開催さ

れた2022年学術大会では「室内環境の未来をつむぐ」

という大会テーマのもと，国際シンポジウムや分科

会セミナーなどに加え，63件の口頭発表と60件のポ

スター発表が行われました。2020年，2021年大会で

はコロナ禍ということもあり，対面とオンラインの

ハイブリッド形式で開催され，ポスター発表も実施

されませんでしたが，2022年大会では社会状況の変

化により，ポスター発表が再開し，発表・討論も会

場を中心とした形に変更されたことから，より一層

の活発な議論が繰り広げられました。

大会長賞は優秀な口頭発表に対して贈られる「優

秀口頭発表賞」及び「大会技術賞」と優秀なポスター

に対して贈られる「優秀ポスター賞」及び「ポスター

発表努力賞」があります。いずれも審査委員会委員

が審査基準に従い採点を行い，その結果に基づき受

賞者を決定しています。ポスター賞は大会初日の国

際シンポジウム後に表彰式が執り行われ，大会2日

目には受賞者のポスターに受賞の証となるリボンが

付けられていましたが，口頭発表については大会2

日目の午後まで行われていましたので，受賞者の決

定は学会機関誌である「室内環境」の本号にて発表

されています。また2022年大会に参加できなかった

会員の方々も多くおられたと思いますので，本特集

では口頭発表やポスター発表で受賞された方々の紹

介も兼ねて「受賞者の言葉」をお届けしたいと思い

ます。受賞者の方々が展開されている研究内容はも

ちろんのこと，着想やまとめ方などにつきましても

ご覧いただければと存じます。

そして今回の学術大会で発表された皆様に出版委

員会からお願いがございます。今回の発表内容を是

非，「室内環境」誌に投稿していただきたいと考え

ております。室内環境学会は多岐にわたる専門分野

においてご活躍の学会員の皆様で構成されておりま

す。学術大会ではそれぞれのご発表に対して会場か

ら様々なご質問やご意見を受けたことかと思います

が，これらの議論をもとにご研究をより深化させて

いただき，原著論文としてとりまとめていただけれ

ば幸いです。これにより学術大会がより価値の高い

ものとなり，学会誌や学会の発展に大きくつながる

ものと考えております。「室内環境」の査読はリジェ

クトが目的ではなく，どこを修正すればアクセプト

できるかについて助言をする姿勢での取り組んでお

ります。出版委員会としては皆様のご研究の成果が

「室内環境」の掲載論文となるよう，積極的なお手

伝いができればと考えております。

また，研究における新しい発見や価値のあるデー

タをより短くまとめたものに「短報」というカテゴ

リーがあります。本誌に短報として投稿される方は

少なく，「原著論文としてのボリュームはないけど，

先駆けて早く発表したい」という方には是非ご活用

いただければと考えております。

最後になりましたが，本特集にあたってご多忙の

中にもかかわらず快く執筆をお引き受けいただきま

した受賞者の方々，そして本特集にご理解とご協力

をいただきました2022年室内環境学会学術大会大会

長の萬羽郁子先生に心より御礼を申し上げます。
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